
柳河地区高齢者クラブ連合会会長
青柳第一健友会会長　江幡　弘活動の継続と仲間づくり

　毎年実施しているリーダー研修会、第２３回目を迎える女性委員会主催代表者研修会は、身近なクラブや地区高連の活動事例に学び、運営や組織体制、会員が楽しんで参加できる事業や次期リーダーの育成に苦慮しているクラブや地区高連の一助になればと開催している。運営が円滑に行われてい
るクラブや地区高連に共通することは、会員全員が楽しんで活動に参加しているということである。会長や一部の役員が引っ張っていくのではなく若手の会員も高齢の会員も一人ひとりが生きがいと責任感をもって、何より「楽しんで」参加している全員参加型の運営をしていることである。

私たちは水戸市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています

国
民
年
金
法
を
公
布（
11
月
施
行
）に
伴
い
、

水
戸
市
は
無
拠
出
福
祉
年
金（
老
齢
・
障
害
・

母
子
）を
発
足
さ
せ
る

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
老
人
ク
ラ
ブ

名
簿
に
次
の
５
ク
ラ
ブ
が
掲
載

•
飯
富
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
（
会
長 

長
谷
川
喜
介
）８
人

•
酒
門
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
（
会
長 

川
上
三
穂
之
介
）1
6
3
人

•
渡
里
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
（
会
長 

赤
塚
一
夫
）1
5
9
人

•
東
町
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

　
（
会
長 

鈴
木
千
代
）３
人

•
鉄
砲
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
（
会
長　

秋
元　

正
）72
人

水
戸
老
友
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
、老
人
福

祉
法
の
制
定
、年
金
の
増
額
な
ど
を
要
望

※
４
月
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
結
成

全
国
老
人
福
祉
事
業
関
係
者
会
議（
全
社

協
主
催
）へ
の
水
戸
市
か
ら
の
出
席
者

•
水
戸
市
民
生
部
社
会
福
祉
課

　

課
長
補
佐
、主
事

•
水
戸
市
社
協　

事
務
局
長

　

※
茨
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
設
立

老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
研
修
会（
県
社
協
主
催
）

•
活
動
事
例
発
表
、

　

講
話（
こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
）

•
出
席
者　

横
田
米
男（
市
社
協
職
員
）

水
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、あ
と
ひ
と
息

で
結
成
の
運
び（
郡
市
老
人
ク
ラ
ブ
代
表
者

会
議
の
メ
モ
よ
り
）

老
人
福
祉
法
施
行
に
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ
育
成

の
た
め
助
成
金
支
給
を
決
め
る

※
厚
生
省
老
人
ク
ラ
ブ
へ
助
成
開
始

水
戸
市
で
は
福
祉
事
務
所
長
名
で
、各
地
区

民
生
委
員
を
し
て
早
急
に
ク
ラ
ブ
を
結
成
す

る
よ
う
通
達
を
出
す
。12
月
末
ま
で
に
75
ク

ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
た
。

水
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
結
成（
12
月

20
日
）

第
１
回
お
と
し
よ
り
作
品
展
開
催
、以
降
毎

年
実
施

水
戸
市
か
ら
連
合
会
へ
助
成
金
支
給
開
始

水
戸
市
が
老
人
週
間
に
ち
な
み
敬
老
事
業

を
実
施（
伊
勢
甚
百
貨
店
１
階
）

水
戸
市
老
人
福
祉
大
会（
五
軒
小
講
堂
）

老
人
福
祉
バ
ス
制
度
を
導
入

友
愛
活
動　

独
居
老
人
等
を
対
象
と
し
た

愛
の
訪
問
事
業
開
始

第
１
回
老
人
芸
能
発
表
大
会 

以
降
毎
年
実

施第
１
回
市
老
連
主
催
研
修
旅
行「
老
人
の

船
」

　
機
関
紙「
老
壮
み
と
」創
刊

　
第
１
回
県
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
１
回
水
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会（
市
民
会

館
）創
立
15
周
年
を
迎
え
て
事
例
発
表　
　

創
立
15
周
年
記
念
大
会（
市
民
会
館
）

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
手
引
き
」刊
行

第
１
回
水
戸
市
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

高
齢
者
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
事
業
開
始

（
水
戸
市
助
成
開
始
）

名
称
を「
水
戸
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
」

に
改
称

企
画
広
報
、教
養
厚
生
、社
会
奉
仕
の
部
会

と
婦
人
活
動
推
進
委
員
会
を
設
置

　
常
澄
村
と
合
併

創
立
30
周
年
記
念
大
会
兼
第
17
回
高
齢
者

ク
ラ
ブ
大
会

　
婦
人
活
動
推
進
委
員
会
を
女
性
委
員
会
と

名
称
変
更

　
初
の
女
性
副
会
長
誕
生

　
内
原
町
と
合
併

市
高
連
総
会　

ク
ラ
ブ
数
1
7
2
、会
員
数

１
万
人

高
壮
だ
よ
り
水
戸
31
号
か
ら
年
２
回
発
行
と

な
る

市
高
連
定
期
総
会　

単
位
ク
ラ
ブ
数

1
7
0
ク
ラ
ブ
、会
員
数
約
9
，0
0
0
人

•
ク
ラ
ブ
活
性
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
ブ
ロ

ッ
ク
別
活
動
を
強
化

第
20
回
全
国
健
康
福
祉
祭（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

い
ば
ら
き
大
会
）開
催

第
37
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で「
優
良

市
高
連
」と
し
て
表
彰
さ
れ
る

市
高
連
役
員
研
修
会（
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー

水
戸
）　

初
め
て
の
地
区
連
合
会
長
研
修
会

を
開
催（
テ
ー
マ
：
会
員
の
増
加
対
策
と
地

区
内
ク
ラ
ブ
の
連
携
）

東
日
本
大
震
災
発
生（
11
日
、午
後
２
時
46

分
、水
戸
市
震
度
６
弱
）

市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会　

会
則
を

一
部
改
正

•
会
長
選
任
理
事
を
設
け
る
と
共
に
ブ
ロ
ッ

ク
活
動
を
明
文
化
し
た
。

•
機
関
紙
編
集
委
員
会
を
広
報
委
員
会
と

改
組
し
研
修・旅
行
委
員
会
を
新
設

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
会
員
の
被
災
状

況
調
査

家
屋
損
壊　

全
壊
10
世
帯
、半
壊
18
世
帯
、

一
部
損
壊　

1
6
5
7
世
帯
、

ケ
ガ　

軽
傷
４
名

創
立
50
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
設
置　

記
念
誌
作
成
準
備
に
と
り
か
か
る
。

広
報
紙「
高
壮
だ
よ
り
水
戸
」タ
ブ
ロ
イ
ド

版
と
し
て
発
行

50
周
年
記
念
誌
構
成　

第
１
部
／
あ
ゆ
み

第
２
部
／
特
集「
戦
争
・
東
日
本
大
震
災
の

体
験
・
記
憶
を
語
り
継
ぐ
」　

第
３
部
／
支

え
合
う
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て（
座
談
会
）

と
し
、役
員
、会
員
一
丸
と
な
っ
て
原
稿
募
集

に
励
む

　
創
立
50
周
年
記
念
式
典
実
行
委
員
会
設
置

創
立
50
周
年
記
念
式
典
挙
行　

県
民
文
化

セ
ン
タ
ー　

大
ホ
ー
ル

創
立
50
周
年
記
念
誌
発
刊

全
会
員
、市
内
小
中
学
校
、関
係
機
関
へ
寄
贈

　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ「
1
0
0
万
人
会
員
増
強

運
動
」５
か
年
計
画
を
受
け
、「
地
域
づ
く
り

推
進
委
員
会
」設
置

全
老
連
よ
り「
1
0
0
万
人
会
員
増
強
運

動
特
別
賞
」受
賞

第
40
回
世
界
オ
セ
ロ
大
会
が
水
戸
市
で
開

催水
戸
市
長
杯
高
齢
者
ク
ラ
ブ
オ
セ
ロ
大
会

開
催

初
代
会
長　

原
田
幹
蔵
氏

第
２
代
会
長　

遠
藤
勝
義
氏

第
３
代
会
長　

八
代
金
蔵
氏

第
４
代
会
長　

浅
野
良
平
氏

第
５
代
会
長　

櫻
井
秋
雄
氏

第
８
代
会
長　

井
坂　

耕
氏

第
９
代
会
長　

山
川　

庫
氏

第
10
代
会
長　

清
水
昭
郎
氏

昭
和
34
年　

（
1
9
5
9
年
）

昭
和
35
年　

（
1
9
6
0
年
）

昭
和
36
年　

（
1
9
6
1
年
）

昭
和
37
年　

（
1
9
6
2
年
）

昭
和
38
年　

（
1
9
6
3
年
）

昭
和
39
年　

（
1
9
6
4
年
）

昭
和
40
年　

（
1
9
6
5
年
）

昭
和
45
年　

（
1
9
7
0
年
）

昭
和
47
年　

（
1
9
7
2
年
）

昭
和
48
年　

（
1
9
7
3
年
）

昭
和
49
年　

（
1
9
7
4
年
）

昭
和
51
年　

（
1
9
7
6
年
）

　
　
　
　
　

昭
和
53
年　

（
1
9
7
8
年
）
　

昭
和
55
年　

（
1
9
8
0
年
）

昭
和
61
年　

（
1
9
8
6
年
）

平
成
２
年　

（
1
9
9
0
年
）

平
成
4
年

（
1
9
9
2
年
）

平
成
５
年　

（
1
9
9
3
年
）

平
成
８
年　

（
1
9
9
6
年
）

平
成
９
年　

（
1
9
9
7
年
）

平
成
14
年　

（
2
0
0
2
年
）

平
成
15
年　

（
2
0
0
3
年
）

平
成
17
年　

（
2
0
0
5
年
）

平
成
18
年　

（
2
0
0
6
年
）

平
成
19
年　

（
2
0
0
7
年
）

平
成
20
年　

（
2
0
0
8
年
）

平
成
21
年　

（
2
0
0
9
年
）

　

平
成
22
年　

（
2
0
1
0
年
）

平
成
23
年

（
2
0
1
1
年
）

平
成
24
年

（
2
0
1
2
年
）

　
　

平
成
25
年

（
2
0
1
3
年
）

平
成
26
年

（
2
0
1
4
年
）

　
　平

成
27
年

（
2
0
1
5
年
）

平
成
28
年

（
2
0
1
6
年
）

４
月

７
月

５
月

７
月

７
月

８
月

12
月

12
月

10
月

10
月

８
月

８
月

３
月

10
月

３
月

11
月

３
月

６
月

５
月

３
月

11
月

10
月

９
月

５
月

５
月

５
月

２
月

５
月

９
月

５
月

11
月

11
月

１
月

３
月

５
月

４
月

10
月

６
月

10
月

１
月

11
月

２
月

5
月

９
月

９
月

　柳河地区は那珂川の北側沿岸に位置し、上河内町、
中河内町、柳河町、青柳町で構成し４９町内会がある。
　少子高齢化と、昭和61年の那珂川大洪水以降人口
減少が進み、現在の人口は3,200人程度となっている。

単位クラブ（５クラブ）　会長１名、副会長２名、理事８
名、会計２名、監事２名、女性委員代表１名、副代表２
名、女性委員１２名

①高齢者と子どものふれあい事業　※下表参照
　柳河小学校（Ｈ28年度：児童数８５名）、地域の宝であ
る子どもたちの健全育成と高齢者の生きがいづくりを目
的に開始し、28年度で１０年目となる。

　ふれあいを通し、子どもたちに地域の行事や習慣を伝
え、郷土を愛する心が芽生えてくれることを願うとともに、
子どもが家に帰り今日の出来事を話し、家族の会話が
増え、絆が深まることを願っている。
②柳河高齢者学級　手品と講話・交通安全教室・健康
体操・移動学習・人権啓発講習会
③柳河ふれあいまつり参画　いもコーナー・昔遊びコー
ナー（篠笛作り、お手玉、あやとり、けん玉等）
④福祉バスでの研修旅行

⑤北部ブロックスポーツ大会
⑥スクールガード事業　自宅にいながらも、地域の子ど
もの安全を見守る（登録会員76名）

①会員数45名
②組織　会長１名、副会長２名、会計１名、監事２名、
女性委員３名、町内委員５名
③会議体　総会、定例役員会（月１回）
④サロン活動　毎月第３木曜日に地域の特別養護老
人ホーム「ライフピア青柳」内で実施、施設入居者との
交流を通して会員相互の絆と地域高齢者との交流も
深まってきた。施設の花壇・樹木の手入れや窓清掃の
支援。
　入居者とは、カラオケ、バルーンアート、輪投げなどで
交流している。
⑤ひとり暮し高齢者の見守り活動　毎月、定期的に２
～３人で訪問しおしゃべりや情報提供をすることで、孤
立や引きこもり防止につなげる。事業名 対　象 内　容 参加人数

ふれあい
スポーツ大会 柳河小学校児童 運動会支援と児童との競技 450名

（会員、児童、教員、父兄）

七夕まつり 柳河小学校児童 七夕飾り作り、食事会 142名
（会員、児童、教員）

ふるさと
クリーン活動 柳河地区子ども会

市民センターの花壇・樹木の手入れ、
球根の植え付け、郷土かるた交流会、
ふれあい食事会

75名
（会員、児童、父兄）

民話と民具
「まゆだま飾り」 柳河地区子ども会

まゆだま飾り作り、ペンシルバルーン
で作品作り、おにぎりとお茶で「お話し
交流会」

76名
（会員、児童、父兄、見学者）

柳河地区の概要

地区高連組織・構成

地区高連の主な活動

青柳第一健友会の活動

ひとりひとりが“ふれあい”“楽しく”“生き生きと”
(　4　)第 5 4 号平成 29 年（2017 年）7月発行 高壮だより
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稲荷第一地区高齢者クラブ連合会
会長　小髙　忠良東前梅の会誕生と現在

　毎年実施しているリーダー研修会、第２３回目を迎える女性委員会主催代表者研修会は、身近なクラブや地区高連の活動事例に学び、運営や組織体制、会員が楽しんで参加できる事業や次期リーダーの育成に苦慮しているクラブや地区高連の一助になればと開催している。運営が円滑に行われてい
るクラブや地区高連に共通することは、会員全員が楽しんで活動に参加しているということである。会長や一部の役員が引っ張っていくのではなく若手の会員も高齢の会員も一人ひとりが生きがいと責任感をもって、何より「楽しんで」参加している全員参加型の運営をしていることである。

私たちは水戸市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています

国
民
年
金
法
を
公
布（
11
月
施
行
）に
伴
い
、

水
戸
市
は
無
拠
出
福
祉
年
金（
老
齢
・
障
害
・

母
子
）を
発
足
さ
せ
る

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
老
人
ク
ラ
ブ

名
簿
に
次
の
５
ク
ラ
ブ
が
掲
載

•
飯
富
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
（
会
長 

長
谷
川
喜
介
）８
人

•
酒
門
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
（
会
長 

川
上
三
穂
之
介
）1
6
3
人

•
渡
里
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
（
会
長 

赤
塚
一
夫
）1
5
9
人

•
東
町
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

　
（
会
長 

鈴
木
千
代
）３
人

•
鉄
砲
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
（
会
長　

秋
元　

正
）72
人

水
戸
老
友
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
、老
人
福

祉
法
の
制
定
、年
金
の
増
額
な
ど
を
要
望

※
４
月
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
結
成

全
国
老
人
福
祉
事
業
関
係
者
会
議（
全
社

協
主
催
）へ
の
水
戸
市
か
ら
の
出
席
者

•
水
戸
市
民
生
部
社
会
福
祉
課

　

課
長
補
佐
、主
事

•
水
戸
市
社
協　

事
務
局
長

　

※
茨
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
設
立

老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
研
修
会（
県
社
協
主
催
）

•
活
動
事
例
発
表
、

　

講
話（
こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
）

•
出
席
者　

横
田
米
男（
市
社
協
職
員
）

水
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、あ
と
ひ
と
息

で
結
成
の
運
び（
郡
市
老
人
ク
ラ
ブ
代
表
者

会
議
の
メ
モ
よ
り
）

老
人
福
祉
法
施
行
に
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ
育
成

の
た
め
助
成
金
支
給
を
決
め
る

※
厚
生
省
老
人
ク
ラ
ブ
へ
助
成
開
始

水
戸
市
で
は
福
祉
事
務
所
長
名
で
、各
地
区

民
生
委
員
を
し
て
早
急
に
ク
ラ
ブ
を
結
成
す

る
よ
う
通
達
を
出
す
。12
月
末
ま
で
に
75
ク

ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
た
。

水
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
結
成（
12
月

20
日
）

第
１
回
お
と
し
よ
り
作
品
展
開
催
、以
降
毎

年
実
施

水
戸
市
か
ら
連
合
会
へ
助
成
金
支
給
開
始

水
戸
市
が
老
人
週
間
に
ち
な
み
敬
老
事
業

を
実
施（
伊
勢
甚
百
貨
店
１
階
）

水
戸
市
老
人
福
祉
大
会（
五
軒
小
講
堂
）

老
人
福
祉
バ
ス
制
度
を
導
入

友
愛
活
動　

独
居
老
人
等
を
対
象
と
し
た

愛
の
訪
問
事
業
開
始

第
１
回
老
人
芸
能
発
表
大
会 

以
降
毎
年
実

施第
１
回
市
老
連
主
催
研
修
旅
行「
老
人
の

船
」

　
機
関
紙「
老
壮
み
と
」創
刊

　
第
１
回
県
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
１
回
水
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会（
市
民
会

館
）創
立
15
周
年
を
迎
え
て
事
例
発
表　
　

創
立
15
周
年
記
念
大
会（
市
民
会
館
）

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
手
引
き
」刊
行

第
１
回
水
戸
市
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

高
齢
者
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
事
業
開
始

（
水
戸
市
助
成
開
始
）

名
称
を「
水
戸
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
」

に
改
称

企
画
広
報
、教
養
厚
生
、社
会
奉
仕
の
部
会

と
婦
人
活
動
推
進
委
員
会
を
設
置

　
常
澄
村
と
合
併

創
立
30
周
年
記
念
大
会
兼
第
17
回
高
齢
者

ク
ラ
ブ
大
会

　
婦
人
活
動
推
進
委
員
会
を
女
性
委
員
会
と

名
称
変
更

　
初
の
女
性
副
会
長
誕
生

　
内
原
町
と
合
併

市
高
連
総
会　

ク
ラ
ブ
数
1
7
2
、会
員
数

１
万
人

高
壮
だ
よ
り
水
戸
31
号
か
ら
年
２
回
発
行
と

な
る

市
高
連
定
期
総
会　

単
位
ク
ラ
ブ
数

1
7
0
ク
ラ
ブ
、会
員
数
約
9
，0
0
0
人

•
ク
ラ
ブ
活
性
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
ブ
ロ

ッ
ク
別
活
動
を
強
化

第
20
回
全
国
健
康
福
祉
祭（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

い
ば
ら
き
大
会
）開
催

第
37
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で「
優
良

市
高
連
」と
し
て
表
彰
さ
れ
る

市
高
連
役
員
研
修
会（
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー

水
戸
）　

初
め
て
の
地
区
連
合
会
長
研
修
会

を
開
催（
テ
ー
マ
：
会
員
の
増
加
対
策
と
地

区
内
ク
ラ
ブ
の
連
携
）

東
日
本
大
震
災
発
生（
11
日
、午
後
２
時
46

分
、水
戸
市
震
度
６
弱
）

市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会　

会
則
を

一
部
改
正

•
会
長
選
任
理
事
を
設
け
る
と
共
に
ブ
ロ
ッ

ク
活
動
を
明
文
化
し
た
。

•
機
関
紙
編
集
委
員
会
を
広
報
委
員
会
と

改
組
し
研
修・旅
行
委
員
会
を
新
設

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
会
員
の
被
災
状

況
調
査

家
屋
損
壊　

全
壊
10
世
帯
、半
壊
18
世
帯
、

一
部
損
壊　

1
6
5
7
世
帯
、

ケ
ガ　

軽
傷
４
名

創
立
50
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
設
置　

記
念
誌
作
成
準
備
に
と
り
か
か
る
。

広
報
紙「
高
壮
だ
よ
り
水
戸
」タ
ブ
ロ
イ
ド

版
と
し
て
発
行

50
周
年
記
念
誌
構
成　

第
１
部
／
あ
ゆ
み

第
２
部
／
特
集「
戦
争
・
東
日
本
大
震
災
の

体
験
・
記
憶
を
語
り
継
ぐ
」　

第
３
部
／
支

え
合
う
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て（
座
談
会
）

と
し
、役
員
、会
員
一
丸
と
な
っ
て
原
稿
募
集

に
励
む

　
創
立
50
周
年
記
念
式
典
実
行
委
員
会
設
置

創
立
50
周
年
記
念
式
典
挙
行　

県
民
文
化

セ
ン
タ
ー　

大
ホ
ー
ル

創
立
50
周
年
記
念
誌
発
刊

全
会
員
、市
内
小
中
学
校
、関
係
機
関
へ
寄
贈

　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ「
1
0
0
万
人
会
員
増
強

運
動
」５
か
年
計
画
を
受
け
、「
地
域
づ
く
り

推
進
委
員
会
」設
置

全
老
連
よ
り「
1
0
0
万
人
会
員
増
強
運

動
特
別
賞
」受
賞

第
40
回
世
界
オ
セ
ロ
大
会
が
水
戸
市
で
開

催水
戸
市
長
杯
高
齢
者
ク
ラ
ブ
オ
セ
ロ
大
会

開
催

初
代
会
長　

原
田
幹
蔵
氏

第
２
代
会
長　

遠
藤
勝
義
氏

第
３
代
会
長　

八
代
金
蔵
氏

第
４
代
会
長　

浅
野
良
平
氏

第
５
代
会
長　

櫻
井
秋
雄
氏

第
８
代
会
長　

井
坂　

耕
氏

第
９
代
会
長　

山
川　

庫
氏

第
10
代
会
長　

清
水
昭
郎
氏

昭
和
34
年　

（
1
9
5
9
年
）

昭
和
35
年　

（
1
9
6
0
年
）

昭
和
36
年　

（
1
9
6
1
年
）

昭
和
37
年　

（
1
9
6
2
年
）

昭
和
38
年　

（
1
9
6
3
年
）

昭
和
39
年　

（
1
9
6
4
年
）

昭
和
40
年　

（
1
9
6
5
年
）

昭
和
45
年　

（
1
9
7
0
年
）

昭
和
47
年　

（
1
9
7
2
年
）

昭
和
48
年　

（
1
9
7
3
年
）

昭
和
49
年　

（
1
9
7
4
年
）

昭
和
51
年　

（
1
9
7
6
年
）

　
　
　
　
　

昭
和
53
年　

（
1
9
7
8
年
）
　

昭
和
55
年　

（
1
9
8
0
年
）

昭
和
61
年　

（
1
9
8
6
年
）

平
成
２
年　

（
1
9
9
0
年
）

平
成
4
年

（
1
9
9
2
年
）

平
成
５
年　

（
1
9
9
3
年
）

平
成
８
年　

（
1
9
9
6
年
）

平
成
９
年　

（
1
9
9
7
年
）

平
成
14
年　

（
2
0
0
2
年
）

平
成
15
年　

（
2
0
0
3
年
）

平
成
17
年　

（
2
0
0
5
年
）

平
成
18
年　

（
2
0
0
6
年
）

平
成
19
年　

（
2
0
0
7
年
）

平
成
20
年　

（
2
0
0
8
年
）

平
成
21
年　

（
2
0
0
9
年
）

　

平
成
22
年　

（
2
0
1
0
年
）

平
成
23
年

（
2
0
1
1
年
）

平
成
24
年

（
2
0
1
2
年
）

　
　

平
成
25
年

（
2
0
1
3
年
）

平
成
26
年

（
2
0
1
4
年
）

　
　平

成
27
年

（
2
0
1
5
年
）

平
成
28
年

（
2
0
1
6
年
）

４
月

７
月

５
月

７
月

７
月

８
月

12
月

12
月

10
月

10
月

８
月

８
月

３
月

10
月

３
月

11
月

３
月

６
月

５
月

３
月

11
月

10
月

９
月

５
月

５
月

５
月

２
月

５
月

９
月

５
月

11
月

11
月

１
月

３
月

５
月

４
月

10
月

６
月

10
月

１
月

11
月

２
月

5
月

９
月

９
月

　稲荷第一地区高連には以前は島田地区・大串地区・
東前地区の３つのクラブがあったが現在は１つのクラブ
しかない。
　「東前梅の会」は、東前地区の女性の方々が、親睦
やボランティアを通し、“文化交流の場を持ちたい”と立ち
上げ、平成14年６月１日に設立した。当時の会員は56
名、今年で15年目を迎える。

①役員　顧問３名、地区高連会長１名、単位クラブ会長
１名、副会長２名、会計２名、女性委員１名、事務局長１
名、事務局１名、監査２名

②委員会・部会　スポーツ委員２名、旅行委員１名、親
睦部長１名、親睦副部長１名、芸能部長１名、記録部長
１名、グラウンドゴルフ部長１名、輪投げ部長１名、サロン
部長１名、サロン副部長１名、監事７名
　７班に分け、各班長が監事として取りまとめている。会
員への連絡は、毎月第１週に連絡会を開催し、前月の事
業報告と当月の事業について話し合い、各会員へ配布
している。高齢や体の都合で行事に参加できない会員
については、各班長が自分の地域の状況を確認・把握
するようにしている。

①子どもとの交流（対象：幼稚園、保育園児童）
　グラウンドゴルフ、昔遊び

②60歳代の若い新会員の加入
　班内及び知人への声かけを会員全員で行っている。
③グラウンドゴルフを通して健康増進・ストレス解消
④サロン　お茶会、健康体操
⑤連絡の徹底
　連絡会議の資料を会員全員に配布している。

　連絡会議及び役員会で決まった事は全員が協力し、
参加している。
　会員全体に連絡が行き届いている。

　行事が10月以降に集中してしまうため、調整していく。稲荷第一地区高齢者クラブ連合会
東前梅の会について

組 織 地区高連・単位クラブ運営で
特に力を入れている点

活動の成果

今後の課題

ひとりひとりが“ふれあい”“楽しく”“生き生きと”
平成 29 年（2017 年）7月発行(　5　) 第 5 4 号 高壮だより(　5　)


